研究紀要 : 富山大学杉谷キャンパス一般教育,第45号(全体) by 富山大学 杉谷キャンパス一般教育
ISSN  1882―045X












 ....... 水　野　真理子 ...........................................  11
教育報告
非接触式カードリーダーによる学生の出席管理方法






















































１ 文化とは何か・文化の定義・文化の要素（特徴）  
２ コミュニケーションとは何か・コミュニケーションおよび異文化間コミュニケーションの
メカニズム  
３ 日本文化  
４ 異文化交流会①  
５ 言語と文化  
６ 異文化交流会②  
７ 非言語的コミュニケーション  
８ 習慣・マナーと常識／非常識  
９ 異文化交流会③  
１０ 異文化理解・異文化間コミュニケーションを阻害する原因  
１１ 価値観とステレオタイプ  
１２ 異文化交流会④  
１３ 異文化適応・カルチャーショック  
１４ 東欧の文化  




























































































































































国／文化  習慣・特徴  
インドネシア  高齢者を大切にすること；宗教による挨拶の仕方に制約があること  
バングラデシュ  年中行事や結婚観  
エジプト  ラマダンと食文化  
ハンガリー  クリスマスの過ごし方  
中国 食文化や食事のマナー  




































































１無知から認識できない     1 
２偏見             1 





























































Bennett, M. J., 1986. A developmental approach to training for intercultural sensitivity. International Journal of 
Intercultural Relations, 10, 179－196．
『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学へ





溝上慎一『アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換』東信堂, 2014 年． 
 
 




























年までの執筆活動は大きく三つの時期に分けられる。第一期は，1901 年から 1902 年にかけてで，スギモトの渡
米後はじめての執筆である。1901 年 3 月 17 日，『シンシナティ・インクワイアラー』（Cincinnati Enquirer, 以
下『インクワイアラー』と記す）に「古風な日本」（“Quaint Japan”）が掲載され，その後 1902 年 6月まで，同
紙には 5 点のエッセイが掲載された。また 1902 年 6 月から同年 12 月までは，ニューヨークの『ブルックリン・
デイリー・イーグル』（Brooklyn Daily Eagle，以下『ブルックリン』と記す）にも 5点の作品が掲載されている。
そして第二期は，スギモトがしばらく日本に帰国した後，再渡米してからの執筆で，1916 年から 1918 年にかけ
てである。第一期と同様に，『インクワイアラー』には 1916 年 8 月から 9 月にかけて 5 点のエッセイ，またフィ
ラデルフィアの『イブニング・パブリック・レジャー』（Evening Public Ledger）には 1918 年 5月から 8 月まで
7 点の作品をスギモトは寄稿している。そして第三期は，『武士の娘』のもとになった雑誌連載で，1923 年 11 月


























































                                                   
3 本稿で扱うスギモトの寄稿文については，植木，『スギモト英文著作集』による。そのほかの新聞記事については，インター
ネットサイト（https:// news paper. com）でのデジタル新聞資料による。 




































































































者の魂」“Spirit of the Dead”（『インクワイアラー』年 月 日）では 月 日から 日まで行わ
れる夏の行事，盂蘭盆について，また「死者を偲ぶ悲しい儀式」（“Sad Ceremonial in Memory of the Dead”）（『ブ






















時夫のオーベットは 72 歳，妻アマンダは 66 歳であった。オーベット夫妻は教科書出版事業で財を成し，教会や
大学などにも多額の寄附をするなど慈善活動家として地域の尊敬を集めていた。海外旅行の経験も豊富で，1887
（明治 20）年日本を訪れ 4, 5 か月滞在し，それが契機となったのか，親日家であった。その旅行に姪のフローレ
ンスも同行し，彼女も日本に対して興味関心を持つようになり，日本についての書物はほとんど読むほどになった
という。大学時代の彼女は，ニューオールバニーにあるデポー女学院（DePauw College for Young Women）で学
び，特に英文学とシェークスピアを研究していた。内田によると，当時のアメリカの大学では，選ばれた学生が卒
業式でエッセイを朗読するのが慣習だったという。成績優秀だった彼女は 8 名のうちの一人に選出され，「女性の






























発見した。それは『インクワイアラー』1901 年 3月 1 日に掲載されている，「コミュニティ関連」（“Social Affairs”）
という欄に載せられていた 10 行の記述である9（写真１）。 
      つい最近，日本からシンシナティにやってきたエツ・スギモト夫人が「日本の作法と習慣」（Japanese 






の全 12 頁からなる『インクワイアラー』紙全体を見てみると，1 面は殺人事件やマッキンリー大統領のフィリピ
ン統治についてなどの注目すべきトップニュース，2 面は政治，3 面は町のローカルニュース，4面はスポーツ，5
面は経済やビジネス関連，6 面はさまざまな注目ニュース，7 面は現代的トピックのニュース，8 面は劇場などの
娯楽について，9面は鉄道や農業関連，10，11 面は広告や掲示板，12 面は社会ニュースと広告という内容になっ
ている。その 7 面に掲載されていたのがスギモトを報じた上の記事である。この紙面ではとくに 「インクワイア















ラー最近の話題」（“Enquirer Review of Current Topics”）として特集記事「1 世紀前のアメリカ的生活―女性の
服装」（“American Life a Century Ago: A Woman’s Costume”）や，「女性の世界」（“In Woman’s World”）,「女










帝国の製鉄会社，アメリカ的手法を調査」(“Based on Morgan Syndicate Idea Is Japan’s Imperial Steel Company. 













には，日本文化紹介者として著名だったラフカディオ・ハーンが，1874 年から 1875 年まで記者として勤めてい
たのだ。ハーンは 1871 年に後見人だった大叔母が破産したことから，遠戚を頼り，イギリスを出て 1879 年にシ
ンシナティに渡った。そして 1872 年から『インクワイアラー』の積極的な寄稿者となり，1874 年には正社員と
なった。そして凄惨な殺人事件「タン・ヤード事件」によって，事件記者として名を上げた。当時のハーンはもち
                                                   
10 アメリカにおけるジャポニズム小説，女性読者の存在，そこに描かれる日本表象については，羽田美也子『ジャポニズム小
説の世界―アメリカ編』（彩流社，2005）が詳しい。 
11 “Based on Morgan Syndicate Idea Is Japan’s Imperial Steel Company. Agent Investigating the American Methods,” 
Cincinnati Enquirer, March 1, 1901. 















ハーン―かつてシンシナティで著名だった紳士の近況」（“Lafcadio Hearn: Whereabouts of a Gentleman Once 
Well Known in Cincinnati”）（1891 年 7月 12 日）である13。ここにはかつて『インクワイアラー』の著述家だっ

























                                                   
13 “Lafcadio Hearn: Whereabouts of a Gentleman Once Well Known in Cincinnati,” Cincinnati Enquirer, July 12, 1891. 













本研究は JSPS 科研費 16K02485 の助成を受けたものである。 
 [表１] 
The Cincinnati Enquirer 
March 17, 1901  Quaint Japan: Dedicates This Month of March to Its Gentle Women Folk 
古風な日本―この 3月をしとやかな女性たちに捧げる 
日本には各月に特別な祝いがあるが，3 月は雛の節句と呼ばれる祭りだ。この日だけが唯一，日本の女の子たちが

















October 27, 1901 The Japanese Halloween 日本のハロウィーン 






































The Brooklyn Daily Eagle 








































November 30, 1902 Wrestling Japan’s National Sport レスリング 日本の国技 














































[写真 2]  同紙面にみられる女性のファッション特集記事（『インクワイアラー』1901 年 3月 1 日） 












[写真 3] 日本の剣道についての紹介記事（『ブルックリン』1902 年 6月 1 日） 
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な IC 学生証出席管理システムの構築を試み，実際に運用検証した。本システムは，3000 円以下の非
接触式カードリーダー，ノートパソコンおよび Excel 上で動作するツールで構築されている。手続き
は，初回の講義時に IC 学生証の物理的な ID (IDm)を登録し，2 回目以降は IC学生証をカードリーダ
ーにかざすことで Excel の名簿上に打刻（日付と時刻を記録）した。初回の IDm登録時には一人当た











方，紙媒体を用いる方法もいくつかある。まず，履修票を学生 1 人に 1 枚ずつ配布し，学籍番号と氏
名を記入させる方法がある（履修票法）。履修票法は，富山大学杉谷キャンパスでは専用の用紙が用意
































2017 年（平成 29 年）現在，富山大学では学生証として FeliCa による IC 学生証を採用している。こ
の IC学生証には，学生の学籍番号，氏名の他，学内で使用可能な電子マネーの情報などが書き込まれ
ており，個人情報が含まれている。しかし，FeliCa の IC には，上記の個人情報とは別に，IDmと呼ば
れる IC の識別情報が存在している。IDmは，IC チップ製造時に IC チップそのものに記録された固有
の製造番号であり，一度記録された IDmは書き換えることはできない。IDmは 8 byte（16 桁）の数字
および文字で構成されており，一つ一つの ICに独自の IDmが割り振られているため，同じ IDmは存
在しない。これらのことから，IDmは固有 ID としての応用範囲が広く，この ID 番号を使ったアプリ
ケーション・システムが広く普及しており，無償のツールも配布されている。従って，個々の学生証
の IC に固有な IDm を用いれば，学生証に記録されている個人情報には一切アクセスせずに講義への
―27―
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３.1. ハードウエア  
検証に用いたノートパソコンおよびタブレットパソコンの一覧を表 1に示す。ノートパソコンは東
芝 Dynabook Statellite T30および日本ヒューレットパッカード HP Mini 5103 である。タブレット
パソコンは，Microsoft Surface Pro4 CR3および Lenovo IdeaPad Mix10 である。  
IC カードリーダーは，非接触 IC カードリーダー・ライター PaSoRi (RC-S380, Sony, 東京)を使用
した。このカードリーダーは，USB でパソコンと接続でき，標準でドライバおよび基本ソフトエアが
付属している。カードリーダーに付属の基本ソフトウエアは，実際に出席記録システムとして使用す
る前の動作確認のみに使用した。2017年 9月現在，PaSoRi (RC-S380)の販売価格は，店頭価格で 2,700
円前後，通販価格では 2,500 円前後となっている。 
表 1. 検証に用いたパソコンのスペック等






Windows XP  (32 bit） 1.6 GHz 2 GB 2007 
日本ヒューレッ
トパッカード 
HP Mini 5103 Windows 7 Pro (32 bit) 1.5 GHz 2 GB 2010 
マイクロソフト Surface Pro4 CR3 Windows10 Pro(64 bit) 2.4 GHz 8 GB 2016 






Excel および Manica Excel Tool（株式会社ハヤ
ト・インフォメーション，東京）を組み合わせ





図１. ハードウエアの組み合わせ例  





である：http://www.hayato.info/manicatool.htm）。Manica Excel Tool は，Excel 2007 または Excel 2010
上での動作確認がされているが，2017 年 9 月現在，Excel 2016 でも出席管理システムとしては問題な
く動作している。
３.３ . 検証方法
検証期間は，2013 年 4 月から 2017 年 7 月までの 4 年 4 カ月である。対象学生は，富山大学医学部
医学科，看護学科および薬学部の 1～2 年生で，対象科目は行動科学（2013 年 4 月～2017 年 7 月）お
よび心の科学（2017 年 4 月～2017 年 7 月）とした。いずれの科目も講義形式の科目であり，実験，実
習および屋外活動は含まれない。行動科学の受講者数は 79 名から 129 名（平均 99.8±15.2 名）であっ
た。一方，心の科学は単年度のみの検証であり，受講生は医学部 171 名，薬学部 87 名であった。
手続きの流れを図 2 に示す。まず，講義
開始前にハードウエアとソフトウエアを









をコピーして Manica Excel Toolを含む Excel シートにペーストし，Manica Excel Tool が使える名簿を
準備した。その後，Excel のツールバーから「アドイン」を選択し，カードリーダーの設定で Sony社
のリーダーを使用するにチェックを入れた。これにより，Sony社のカードリーダーと Excel が Manica 
Excel Tool を介して連結される。名簿が















行う．2 回目の講義以降は，学生が IC 学生証をカードリー
ダーにかざして打刻し，講義終了後に教員が事後処理を行
う作業の繰り返しとなる． 






































講義時に学生証を忘れた者が 1 科目あたり最大で 4 名いた。この場合は，2 回目以降の講義開始前に
IDm の登録を行った。初回講義時の IDm 登録に要する時間は 9 分から 20 分とばらつきがあるが，こ







れは受講学生数に依存すると考えられ，100 名規模の講義であれば 15 分から 20 分程度であった。ま
た，学生一人当たりの IDm登録時間は，およそ 10 秒前後であった。なお，後述するが IDmの登録時
に学生が他人のセルに登録してしまう例があり，その場合はやり直しをする必要があるために一人当
たりの IDm登録時間が長くなる傾向にあった。
表２. IDｍの登録に要した時間  
科目名 年度 対象学生 受講者数 IDm登録時間（分） IDm登録時間／人（秒）
行動科学
2013
医学科 107 18 10.1
薬学部 111 15 8.1
看護学科 80 12 9.0
2014
医学科 105 15 8.6
薬学部 129 20 9.3
看護学科 83 11 8.0
2015
医学科 106 18 10.2
看護学科 84 13 9.3
2016
医学科 104 17 9.8
薬学部 102 20 11.8
看護学科 79 9 6.8
2017 薬学部 108 16 8.9
心の科学 2017
医学部 171 25 8.8
薬学部 87 18 12.4
４.２ . 出席記録時間
およその出席記録時間は，いずれの講義においても 5 分程度であった。同時に資料を配布した場合

















４.４ .２ . IDmの文字「E」により指数変換される：Excel には，セルへの入力を文字列や数値として自
動認識する機能がある。この機能により，IDm に含まれる「E」という文字が指数を意味すると誤解
され，8 bit（16 桁）以上の数値として記録してしまう不具合が，2017 年度の入学生より発生した。こ
の不具合の予防策として，IDmを登録するセルについては，事前に書式設定で「文字列」指定をする
ことにより解消可能であることを確認している。
４.４ .３ . 不正行為：学生証をカードリーダーにかざし，そのまま出席しないで退室する学生が一定数
存在する。この不正行為を確認するため，2017 年度開講の「心の科学」において，一度だけ講義開始
前の出席記録とは別に，講義終了時に出席記録を行った。医学部では，その日の講義開始前の出席者





席管理が可能であることが明らかとなった。本法の特徴として 1) 一般的なパソコンと Excel 以外の設































































2) 松村健児 , 黒岩丈介 , 平田隆幸, 久保田直行 , 浅井竜哉 , 高橋勇, 小髙知宏 , 小倉久和。携帯情報端末を利用し
た教育到達度評価システム: 出席管理システム・授業評価システム・レポート提出管理システム . 福
井大学工学部研究報告 , 52(1)：97-104, 2004.
3) 檀裕也．出席管理システム AMUSE の設計と開発 . 松山大学論集 , 21(2)：95-115，2009.
4) 新長章典．非接触型 IC カードと携帯電話を用いた出席管理・授業支援システム . 京都学園大学経営学部論
集，15（3）：1-15，2006.













                                                                                                
ࢩࣥࢩࢼࢸ࢕࡛ฟ∧ࡉࢀࡓࣁ࣮ࣥࡢᐤ✏グ஦ᩘ 1872㸫1878 
                   Perkins     Frost/Hughes       ྜィ     ᷓᒣ/ Hughes 
 ෆヂ ෆヂ ෆヂ ㏣ຍ 
 ⊂⮬ 145  P⊂⮬ 145 㸩Yes 11, 㸩P14 
ࠗ࢖ࣥࢡ࣡࢖࢔࣮ࣛ࠘  ඹ㏻ 190 ඹ㏻ 190 P,F/H ඹ㏻ 190 
1872-1875          ⊂⮬ 159 F/H ⊂⮬ 159  
 ྜィ 135 249 294 
 
 ⊂⮬ 197   P⊂⮬ 197 㸩Yes 6,  㸩P12 
ࠗࢥ࣐࣮ࢩࣕࣝ࠘  ඹ㏻ 100 ඹ㏻ 100 P,F/H ඹ㏻ 100 
1872-1875           ⊂⮬ 46 F/H ⊂⮬ 46  
 ྜィ 197  146 243 
                                                                                              
TOTAL:    537 㸩Yes 17,  P26 
[ᅗ⾲ 1] ⏣୰Ḡ஧ࠕࣁ࣮ࣥࡢᐤ✏࡜㚷ᐃࡉࢀࡓࢩࣥࢩࢼࢸ࢕ࡢ᪂⪺グ஦㸦㏣ຍ㸧ࠖࠗ ࡬ࡿࢇ ➨࠘ 43ᕳࠊ
2006 ᖺࠊ103 㡫㸦➹⪅࡟ࡼࡿయ⿢ୖࡢຍ➹ಟṇ࠶ࡾ㸧ࠋ 
 
                                                          
The Cincinnati Enquirer   
Headline. Date(Page: Column) Y:Yes, P:Possible 
1. Cholera on the Roadside. 1873-07-07(5:2) Y 
2. Suicide. 1874-01-17(8:3)  P 
3. Thrown Out. 1874-01-19(8:1-2) Y 
ۑ4 . A Street Stabbing. 1874-01-23(8:1-3) Y 
5. Pickett of N.14 Rat Row. 1874-01-28(8:3)  P 
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8. Suicide Through Want. 1874-03-13(8:3)  P 
9. Fell Down Stairs. 1874-03-25(4:6) Y 
10. A Deadly Dray-Pen. 1874-03-27(4:5)  P 
















                                                                                                
ࢩࣥࢩࢼࢸ࢕࡛ฟ∧ࡉࢀࡓࣁ࣮ࣥࡢᐤ✏グ஦ᩘ 1872㸫1878 
                   Perkins     Frost/Hughes       ྜィ     ᷓᒣ/ Hughes 
 ෆヂ ෆヂ ෆヂ ㏣ຍ 
 ⊂⮬ 145  P⊂⮬ 145 㸩Yes 11, 㸩P14 
ࠗ࢖ࣥࢡ࣡࢖࢔࣮ࣛ࠘  ඹ㏻ 190 ඹ㏻ 190 P,F/H ඹ㏻ 190 
1872-1875          ⊂⮬ 159 F/H ⊂⮬ 159  
 ྜィ 135 249 294 
 
 ⊂⮬ 197   P⊂⮬ 197 㸩Yes 6,  㸩P12 
ࠗࢥ࣐࣮ࢩࣕࣝ࠘  ඹ㏻ 100 ඹ㏻ 100 P,F/H ඹ㏻ 100 
1872-1875           ⊂⮬ 46 F/H ⊂⮬ 46  
 ྜィ 197  146 243 
                                                                                              
TOTAL:    537 㸩Yes 17,  P26 
[ᅗ⾲ 1] ⏣୰Ḡ஧ࠕࣁ࣮ࣥࡢᐤ✏࡜㚷ᐃࡉࢀࡓࢩࣥࢩࢼࢸ࢕ࡢ᪂⪺グ஦㸦㏣ຍ㸧ࠖࠗ ࡬ࡿࢇ ➨࠘ 43ᕳࠊ
2006 ᖺࠊ103 㡫㸦➹⪅࡟ࡼࡿయ⿢ୖࡢຍ➹ಟṇ࠶ࡾ㸧ࠋ 
 
                                                          
The Cincinnati Enquirer   
Headline. Date(Page: Column) Y:Yes, P:Possible 
1. Cholera on the Roadside. 1873-07-07(5:2) Y 
2. Suicide. 1874-01-17(8:3)  P 
3. Thrown Out. 1874-01-19(8:1-2) Y 
ۑ4 . A Street Stabbing. 1874-01-23(8:1-3) Y 
5. Pickett of N.14 Rat Row. 1874-01-28(8:3)  P 
6. The Theaters. 1874-01-28(8:3)  P 
7. A Double Crime. 1874-02-19(8:1-2) Y 
8. Suicide Through Want. 1874-03-13(8:3)  P 
9. Fell Down Stairs. 1874-03-25(4:6) Y 
10. A Deadly Dray-Pen. 1874-03-27(4:5)  P 
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